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約  要  

本報告は，高層RC建物（NH－RC構法）の構造性能を確認する事を目的として行なっ  

た柱及び架構実験の報告である．本実験の結果本構法の柱部材はメカニズム時せん断力に  

対し十分な耐力を有し，鞠性に富んだ荷重変形関係を有していることを確認した．また，  

架構実験において得られた荷重と変形の関係から設計で用いた復元力特性がほぼ対応し，  

その妥当性を確認した．  

§2．試験体   

2－1試験体の対象位置   

抽出した武駿体とモデル設計の架構上の位置関係を  

Fig．1に示す．柱部材の抽出に当って，崩壊メカニズム時  

の軸力比とせん断応力度を，参考として高圧締力と引張  

力が加わる2階の側柱と隅柱位置及び標準柱としての  

中柱を選んだ．架構試験体は高圧縮力と引張力の加わる  

柱への梁主筋の定着性能を調べるため2階側柱位置の部  

材を選んだ∴架構試験体としては架構の基本の復元力特  

性を調べるため2～3階中柱位置の柱梁部材位置を選定  

した．各試験件の一覧をTablelに示す．  

2－2 設計断面と試験体断面及びその配筋   

モデル設計の各断面と試験体の断面一覧をTable2  

に示す．試験体としては加力装置の載荷能力等の制限か  

らスケール比を悠としている．このため配筋は，主筋比  

帯筋比を設計値とほぼ同一となる様にした．軸力は，設  

計における軸力比をもとに決定している．  

2－3 使用した材料の特性   

試験体のコンクリートと鉄筋の材料定数をTable3  

に示す．コンクリートの圧縮強度は，実験開始時の値で  

ある．  

2－4 変位計測と歪ゲージ   

目  次  
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§4．柱試験体実験結果  

§5．架構試験体実験結果  

§6．まとめ  

§1．はじめに  

本報告は，同題（その1）耐震設計法と25階建モデル設  

計概要で設計された25階建鉄筋コンクリート建物の構  

造性能を確認することを目的として行なった構造実験に  

関する報告である．試験体のスケールは設計の摘とし，  

モデル設計の崩壊メカニズム時の応力状態を参考とし  

て，架隈上の位置を設定した．柱実駿においては耐力と  

変形性能へおよぼすせん断補強筋比と柱軸変動による影  

響を調べた．架構実験においては梁主筋の定着性能と復  

元力持性を調べることを主たる目的とした．   

＊技術研究部原子力室副課長   

■＊技術研究部原子力室課長  

…技術研究部原子力室係長  
＝＝技術研究部原子力室   

91  



超高層鉄簡コンクリート進システムの開発（その2）  西松建設技報〉OL．11  

Table3 材料試験結果  Tablel構造実験試験体一覧  

試験体  実 験 目 的   
No．   

C－1  1階側柱  1C2B   72  柱の最大耐力，及び復元力特性，  
（定圧縮力）  破壊形式の確認   

C2  2階側柱  2Cl  －86～214  変動軸力下に於ける柱の破壊性  

（変動軸力）  状  く引張側で破壊〉   

C3  2階側柱  2C2C  75－213  

（〃）   く圧縮側で破壊〉   

C－4   2C3   86  
柱の最大耐力，復元力特性に及  

（定圧縮力）   

2階中柱  

（′′）  恥＝0．556％   

C6  2C3  
（′′）  pw＝0．930％，45度方向加力   

F－1  213  引張力・圧縮力下での梁主筋の  
1、2階  （定圧結力）  定着性能の確認  

側柱■染  
F2    架構   －75  

（定引張力）   

F3  3，4階   84  
｝．4C3  する   

（定圧縮力）   

※架構試験体は全て直交染付きとする。  
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Fig．1建物架構図   
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Table2 設計断面と試験体断面  

式蠍件名   C－5   C－6   

実鹸内容  C－1の帯筋比の影■   C1の知力方向が変化した場合   

対■位正  2階中経（lC】）   2階中位（lC，I  

萱主   ・圏互  
」塑」   ト弧．」  

主紡16－D鋸＝SDlO）  圭筋16－D38（SD制））  
1．＝182．101雷   ▲t＝182＿l仇■  

■   p．＝2－25％   恥≡2．25％  

l帯筋l。13＠100   帯筋l一．13申即  
■  －  ■′ノ   ト＝0．926％  

柚力 N＝7¢l－7さ1tf  巾力 N＝丁糾→781tl   

甜体断面   

聾…   廻≡  
し＿遡」   凪  

主筋18D13（SD㈹）  主筋16D13（S［川い  
▲．＝20．M血■   1t三20．32c■  

恥＝2．祁％   h＝2．2‘％  
帯筋 トu6．1＠72   帯筋1u6．4＠伯  

ト＝0．5班％   ■  －・■・′  

■力 N＝引用   ll力 N＝88tf   

備  考  C4蛙のp■を下けも   45正方向加力   

式l彙体毛   C－3   Cl   

冥II内容  高圧緒応力匿を貴りる桂の性状  芯筋の無い株準的中往の破犠牲状   

対■校正  2肝剛性（lCIC）   2陣中柱（IC，）   

設計断面   

国互   萱三  
し盟」   L塑－」  

主筋 21－D38（SDlO）  主筋16D38（Sl）10）  
も＝2丁3．8仇廿   ■I＝182．10d  
p；3．誠％   ト＝2．25％  

帯筋l】13些仙   帯筋1．13 ㊥闘  

h三0．926％   恥＝0．92‘％  

肖力 N＝67l－1糾さtf  ♯力 N＝761－781d   

就職体断面   

撃…   基i  
L叫   A  

圭筋 2l－D13（SD18）  圭筋16D13（SD朋り  
れ＝30．18d   ■、＝20．32⊂■  

pt三3．39％   ト＝2．2‘％  
帯筋l一－‘．1㊥13   帯筋lu6．1㊥13  

ト＝0．93¢％   ト＝0．930％  
軸力 N＝丁5－21ユIf   Il力 N＝8‘d   

編  者  圧縮1砧・r破煉   一重■力   

統■件名   C1   C2   

夷瞼内管  芯筋の有ち1暗闇住の構造性状  高引張応力度を受l†る性の性厳   

対■位正  1惜側は（一Clい   2隋l■性ムC．）   

設計断面   

誠萱   垂‡  
」一遡」   L型＿＿」  

圭筋 2lD】8（SD10ト   主筋 2lD88（SD仙）  
■、±273．6（I（■   a．＝273，60【蘭  
ト＝2．74％   pt＝3．38％  

帯筋l－．13＠55   帯筋 4．11＠100  
ト＝0．鋸曙％   h＝0．40（I％  

llカ ド＝658tI   軸力 N＝7」H－18481l   

式緻体衝面   

囲‾   謝…  
1二遡」   l」阻」  

主筋 2lD13（SDlO）   主紡 2l813（SDlO）  
at＝加．相d   1．＝3（I．4るく血  

・  ：■′一   p．≡3．39％  

帯筋 ト∪6－1鏑仙   帯綬i4u5＠も5  
hiO．9個％   p，＝0．102％  

軸力 N＝TZII   柚力 N＝88一之ユId   

備  考  威せ性．扶の把擢   引弓長イ円で破壊   

式鹸件名   F1，F2   F－3   

実♯内容  側蛙く…C．c）嬢東構の構造性状  中桂（h－Cl）梁架構の構造性状   

対女性正  2階宰赴（王Gl）   4階梁（一G】）   

設】什l断面   

蘭   蘭  
1－ユ叫   A  

上ヰ筋 8D35（SD10）■  上ヰ筋 8－D35（SD40）  
ト＝1．加％   p＝l．飢％  

下壕筋 7－D35（SD10）  下ヰ筋 昌D3S（SD101  
n三l．15％   恥＝1．Tl％  

助筋 lD】3＠如   助筋  4－D13㊥65  

p▼三0．鋸嶋％   匝＝1．ヱOg％   

試験l輔面   

頂酎   
」呈墨叫  

頂酌  
ド≧叫  

ト＝1．3‘％   p．＝1．丁2％  
下卑筋 6－D13（SD心い  下端筋 7D13（SD10）  

ト＝1．21％   ト＝l．83％  上ヰ筋7D13（SD10）   上溝筋7D13（Sl）▲8）                    助筋 l－D6 ＠69  肋筋 lD6喀＝帽   p▼＝0－807％  p■＝l．212％  惰  考  ト宇聖試験件の梁  十字型武儀体の梁   

試瞼件名   F－1，F－2   

実檎内容  柱・梁無精（ト字型）の構造性状   

対象位置  1隋偶柱（－q亡）   2雁†1桂（lClくI   

設計断：面   

垂i   垂‡  
」1些」   L遡L」  

主筋 封D38（SD10）  圭筋 21D38【SD㈹）  
1t＝ヱ73．飢bオ   ■．＝2丁3．60（ガ  

n＝2．71％   h＝3．38％  
帯筋 ヰu13＠55   帯筋l．13饅80  

・  ■・●・・・   ト＝0．926％  
鞠力 N＝丁53～2071f  ｝力 N＝‘7l－1918tf   

甜体l斤面   

塁三   碑≡  
1－叫   L＿迎＿」  

主柘 24D13（SD10）  主筋 2lDl：蓼（SDlひ）  
■．；30．1帥   ■t＝30－1駄■  
p．＝‡80％   ト＝3＿ユ9％  

帯筋l。6．1＠40   帯筋l】6．1昏13  
p●＝0．909％   h㍉用．9測％  

職力 Ⅳ＝82－22f；l   軸力 N＝丁5－213t   

備  亨  F－1は杜仲力庄緒†■，F2は引張桝で破壊rlりバ12階側桂を使用）  

試」鍬体名   F3   

実」喩内容  住・梁塵繍（＋手蔓）の＊遺性状   

り■†上1  3暗中捜（IC】）   ヰ階中拉1－C一）   

＝  こ．モl   

匪書   ∋て  
」型＿」   L旦旦旦」  

圭筋16D3烏ISD10）  圭筋16D38（SD10）  
■1＝182．108■   ■．＝182．10d正  
ト＝2．25♀b   p．＝2．25％  

蕎軌lu13寧TO   帯筋 l】13 等80  
匹＝○一791％   p，＝0．691％  

巾力 N＝730－747tf  伸力 N＝6g6－713tI   

試l書体1断面  

塁三   無…  
し＿遡」   1＿＿迎」  

主筋 1（iDl封SD101   主筋 16Dl：l（SD40）  

轟．＝20，32d   且、＝20．32d■  

仇＝2．26㌔   p、＝2．26％  

藩筋 4u6．1申5¢   
町±0＿800？b   

席筋 4り6．4啓58  

ll力 N＝89t【   
伽＝8．690％  

帖力 N＝糾．   

備  考  一定軸力下におIrる触帝，り上牡力は4階を使剛  

叢 パォ・ル′－ン内のせ人l折■強私は種の1「′2   

柱試験体と架構試験体の変位計測位置及び歪計測位置  

をFig．2－3に示す．  

F－3試験体   
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荷重13．54tf正側で柱脚引張側に曲げひび割れ発生  

以後21．3tfで曲げせん断ひび割れ26．6tfでせん断ひび  

割れが発生し，6サイクル正側30．4tfで柱脚引張側鉄筋  

が降伏し，6サイクル正側32．2tfでコンクリートの庄壊  

が始まり，正側41．16托負側40．41tfで最大荷重に達し  

た．破壊モードは，曲げ圧縮破壊の性状を示した．柱中  

央部に，顕著な斜めせん断ひび割れは発生していない．  

≡
≡
妻
≡
≡
≡
妻
≡
 

せん断補強筋ゲージ  

C－1試験体  

F－3試験体  

Fig．3 鉄筋ひずみ計測位置  

§3．加力   

3－1 加カスケジュール   

柱式験体の加カスケジュールをFig．4に示す．制御  

は，ゲージホルダーに設けた変位計の変位邑を目標値と  

して変位制御によって行なった．変動軸力を加える柱試  

験体に対しては，同図中に示した軸力とせん断力の関係  

に合せて軸力を変動させた架構試験体の加カスケジュ  

ールは，柱式験体の各目標変位に対し繰り返し回数を各  

1回ずつ多く行なった．  

3－2 加力方法   

柱式験体および架構試験体の加力装置をFig．5に示  

す．柱式験体は，建研式加力の方法に準じた加力方法に  

よって載荷した 水平力は反力壁に設けた100tfアクチ  

ュータによった．軸力は，反カフレームに設けた水平ロ  

ーラをかいして取り付けた500tf油庄ジャッキにて加力  

した．架構試験体は，試験体加力位置に設けた球座をか  

いして，2本のアクチュータにより加力した．軸力は，  

柱試験体と同様に，反カフレームに設けたローラに取り  

付けた500tf油圧ジャッキにて加力した．  

300  

（214．0）N／RA。＝0．527  

（11．9）   

‾30 ‾20  20 30t  

（一86．0）N／F。Ae＝－0．212  

－100  

せん断力と軸力の関係（C2試験体）   

－200  

§4．柱試験体の実験結果   

4－1実験経過とひび割れ状況  

（1）C－1試験体  Fig．4 柱試験体加カスケジュール  
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チュエータ  

Fig．5 加力図  

（4）C－4試験体   

正側1サイクル18．88tfで，柱脚引張側に曲げひび割  

れが発生した．2サイクル27．73tfせん断ひび割れ発生，  

4サイクル30．91tfで柱頭引張側鉄筋が降伏し，負側  

33．26tfで柱脚部に曲げせん断ひび割れが発生した．コ  

ンクリートの庄壊は，4サイクル正側37．84tfで開始し，  

正側49．17tfで最大荷重に達した．破壊モードは，曲げ圧  

縮破壊の性状を示した．せん断ひび割れにそってコンク  

リート表面が剥離した．  

（5）C－5試験体   

曲げひび割れが正側1サイクル22．16tfで発生し，曲  

げせん断ひび割れ，せん断ひび割れの順で発生し，6サ  

イクル36．31tfで柱頭に圧壊が始まり，ひきつづき柱脚  

の引張側鉄筋が降伏した．最大荷重は正側で45．31tfで  

あった．破壊モードは，曲け圧縮破壊の性状を示した．  

C－3，C－4試験体と同様に，斜めせん断ひび割れにそ  

って，コンクリート表面部分が剥離した．コア部分には，  

顕著なせん断ひび割れは観察されなかった．  

（6）C－6試験体  

1サイクル正側11．27tfで曲げひび割れが発生し，負  

側4サイクル30．31tfでせん断ひび割れ，5サイクル正  

側31．92tfで曲げせん断ひび割れが発生した．鉄筋の降  

伏は，サイクル25．88tfで柱脚圧縮側鉄筋が圧縮降伏，6   

（2）C－2試験体   

負側1サイクル3．6tfで，柱頭に曲げひび割れ発生，3  

サイクル負側7．13tfで曲げせん断ひび割れが発生した．  

以降4サイクル正側38．2tfで柱脚圧縮側の鉄筋が圧縮  

降伏し，負側8．37tfで柱頭引張側鉄筋が引張降伏し，6  

サイクル正側39．14tfで柱脚にてコンクリートの庄壊が  

始まり，最大荷重は正側で40．5tfであった．破壊モード  

は，軸力圧縮側で曲げとせん断の複合した破壊と考えら  

れる性状を示した．ひび割れは，柱全域に多くの斜めせ  

ん断ひび割れが発生した． 負加力時において，引張軸  

力による水平ひび割れが発生している． 圧壊は，柱頭  

柱脚及び中央部において観察された．  

（3）C－3試験体   

負側5．53tfで曲げひび割れ発生し，負側6．98tfで曲げ  

せん断ひび割れが発生し，4サイクル40．24tfで柱脚圧  

縮側鉄筋が圧縮降伏し，負側9．49tfで引張側鉄筋が引張  

降伏した．4サイクル40．06tfでコンクリートの庄壊が  

始まり，正側51．16tfで最大荷重に達した．破壊モード  

は，曲げ転結破壊性状を示した．ひび割れは，負側引張  

軸力時に多くの水平ひび割れが発生し，最終的には斜め  

せん断ひび割れに沿てコンクリート表面部分が剥離し  

た．せん断補強筋に囲まれたコア部分に，顕著なせん断  

ひび割れは観察されなかった．   
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の変形まで，耐力の低下は少なかった．C－2試験体の場  

合は，最大耐力が，崩壊メカニズム時せん断力を大きく  

上回った．負側加力（柱軸力引張）においでは，部材角  

1／20rad．まで荷重の低下は見られず，正側加力（柱圧縮  

軸力）では，最大耐力以降荷重の低下が見られた．   

C冊3試験体では，最大耐力は崩壊メカニズム時のせ  

ん断力を大きく上回っている．正側加力において1／20  

rad．の部材角まで荷重の低下は少ない．C－4試験体の  

サイクル35．79tfで柱脚引張側鉄筋が引張降伏した．コ  

ンクリートの庄壊が，2サイクル正側26．01tfで開始し，  

最大荷重は正側45．59tfであった．破壊モードは，曲げ圧  

縮破壊の性状を示した．  

4－2 荷重変形関係   

各試験体の荷重と変形の関係をFig．7に示す．   

C－1試験体は，崩壊メカニズム時せん断力計算値と  

最大耐力がほぼ一致した．最大耐力以降部材角1／20rad．  

最終時  

C2柱試験体ひび割れ図  
最終時  

C3柱試験体ひび割れ図  
最終時  

C4柱試験体ひび割れ図  

最終時  

Cl柱試験体ひび割れ図  

最終時  
C5柱試験体ひび割れ図  

最終時  
C6柱試験体ひび割れ図  

Fig．6 柱試験体ひび割れ図  
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Fig．7 柱試験体荷重変形関係  

と計算値が対応している．しかし柱軸力引張時の場合は，  

実験値と計算値が一致しなかった．他の試験体において  

も，この傾向は同じであった．せん断補強筋の歪分布を  

Fig．9に示す．C－2試験恥C－3試験体及びC－5試  

験体の正加力時は他の試験体と比べて歪値が大きく，特  

にC－2試験体の場合降伏歪に近い値を示した．  

ヰーヰ 既往の計算式による計算値と詩荷重比較   

各柱試験体の諸荷重と既往の計算式による計算値を比  

較したものをTable4に示す．   

曲げひび割れ荷重は，計算値と比較しほぼ一敦してい   

場合もC－3▲試験体と同様に，崩壊メカニズム時せん断  

力を大きく上回った．最大耐力以降部材角1／20r去d．まで  

荷重の低下は少ない．C－5試験体は崩壊メカニズム時  

せん断力を大きく上回ったが，最大耐力以降の荷重の低  

下が見られた．C－6試験体は部材角1／20rad．まで，荷重  

の低下は少ない．  

4－3 歪の分布   

C－2柱試験体の主筋の歪分布をF厄．8に示す．同図  

中にe関数及びACI規準による歪分布もあわせて示し  

に正加力時（柱軸力圧縮嘲 においては，ほぼ実験値   
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る．せん断ひび割れ荷重は，C－2，C－3試験体の柱軸  

力引張時の加力において，計算値と大きく異なっている．  

主筋降伏荷重は，C－6試験体を除き計算値とほぼ一致  

した．最大荷重とせん断耐力式による計算を上ヒ較すると，  

すべての試験体で最大耐力は計算値を上回っている．最  

大耐力と各曲け耐力計算値を比較すると，各式共C－2，  

C－3試験件の柱軸力引張時を除きよく一致した．  

‖1／100  
－＝1／200  

‾1／300  

⊥  〈 丁■  
－一加力方向   

－3000JJL  

3000〃∵  

§5．架構試験体実験結果   

5－1実験経過とひび割れ状況  

（1）F－1試験体  

1サイクル負側で，梁下端に曲げひび割れ発生，2サ  

DIM R W   

E関数による歪分布  
ACIによる歪分布  

DIM RW  

C2〔S〕正加力  C－2〔F〕負加力  

Fig．8 柱主筋歪分布  

一200仙 20001J－2000〃 200仙 －2000〃 200伸 一2000JJ2000J′  －200恥02000／ノ ー2000JJO200恥  2qO伸一200恥 200恥  

T迅 1  

1／50  1／50  1J／50  1／50  1／50  1′／50  1／50  1／50  

Cl（正加力）   C2（正加力）   C2（負加力） C3（正加力）   C3（負加力） C4（正加力）  C5（正加力）   C6（正加力）  

Fig．9 柱試験休せん断補強筋歪分布（1／50時）  

Table4 柱試験体諸荷重の実験値と計算値の比較  

＊1  ＊2  ＊3  最 大 耐 力（tf）  
試験体  柱軸力    曲げひび割れ  せん断ひび割れ   主筋降伏   

（tf）  せん断耐力式叫   略算式■5   ACI基準●G   e関数 ■†  

実験値  
実験値  計算値  実／計  実験値  計算値  実／計  実験値  計算値  実／計  計算値  実／計  計算値  実／計  計算値  実／計  計算値  実／計   

C－1  72  13．5  11．0  1．23  26．6  20．7  1．29  T30．3  T33．1  0．92  41．2  35．9  1．15  35．3  1．17  36．7  1．12  38．2  1．08   

214  37．0  33．4  1．11  30．1  36．5  0．82  C38，2  C48．9  0．78  40．5  35．6  1．14  41．1  0．99  42．3  0．98  49．8  0．81  
C－2  

ェ86  3．6  ①  －7．1  2．l  3．38  T－8．4  ②  20．5  18．3  1．12  9．1  2．25  16．0  1．28  16．0  1．28   

213  43．4  32．9  1．32  43．0  36．2  1．19  C40．2  C46．9  0．86  51．2  39．5  1．30  38．9  1．32  42．1  1．22  47．6  1．08  
C3  

T75  －5．5  ①  －7．6  3．1  2．45  Tェ9．5  TlO．2  0．93  25．2  23．5  1．07  11．1  2．27  19．2  1．31  19．4  1．30   

C－4  86  18．9  16．9  1．12  27．7  21－8  1．27  T30．9  T42．g  0．72  4g．2  36．1  1，36  45．9  1．07  44．5  1．11  46．2  1．06   

C5  86  21．2  16，8  1．26  29．5  21．7  1．36  T40．9  T42．8  0．g6  45．3  33．1  1．37  45．8  0．99  44．3  1．02  46．1  0．98   

C6  86  11．3  11．9  0．95  30．3  C25．8  T37．9  0．68  45．6  40．6  1．12   

※T：主筋引張降伏  C：主筋圧縮降伏   

せ：軸力のみでひび割れが入る   

②：中立軸が断面外  

＊1：批＝（1．8v／凧＋凡／Aど）・乙  
＊2：池田による大野・荒川式の修正式  

＊3：rド437仙gf／叫声互＝1・91×106k〆／叶。£u＝0．0025，e関数  
＊4：荒川平均式  
＊5：［」本姓築センター「構造計算指針・同解説」1986年版．（6－3d，3e，3f）式  

＊6：亡u＝0．003（圧縮緑終局歪度）  
＊7：E址＝0．003（  ′′  ）．cどβ＝0．002（最大応力度の時の歪度）  
コンクリート強度は圧縮試験結果による  
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正負各1サイクルで，左上端と下端に曲げひび割れが  

発生し，せん断ひび割れ及び曲げせん断ひび割れが梁部  

材に発生し，12サイクル負側加力時に右染上端筋が降伏  

した．15サイクルで梁の圧壊が始まり，最大荷重は左梁  

で正側13．10tf；負側11．47tfで右染で正側10．錮成負側  

13．10tfであった．破壊モードは，染の曲け破壊の性状を  

示した．  

5－2 荷王変形関係   

各架構試験体の荷重と変形の関係をFig．11に示す．  

F－1試験体の場合，梁主筋降伏後層間変形角1／30rad．  

まで荷重低下することなく序々に荷重が増加した．F－  

2試験体においては，梁主筋降伏後層間変形角1／30rad．  

まで荷重の低下はなく，荷重は序々に増加の傾向を示し  

た．1／100rad．の繰り返し加力以降やや逆Sループの特  

性を示した．F－3試験体においても，F－1，F－2試  

験体と同様に，梁主筋降伏後1／30rad．まで荷重は低下す  

ることなく序々に増加した．1／100rad．の繰り返し加力  

以降やや逆Sループを描いた．  

イクル負側で，せん断ひび割れが発生した．9サイクル  

負側で 梁下端筋が降侃12サイクル負側の加力で，ス  

ラブ上面にコンクリートの庄壊が始まった．   

最大荷重は，正側で16．36tf，負側で12．21tfであった．  

破壊モードは，梁の曲げ破壊の性状を示した．ひび割れ  

の発生状況としては，染に曲げ及びせん断ひび割れが発  

生するが，最終時においても柱及び接合部にひび割れは  

発生しなかった．  

（2）F－2試験体   

柱引張軸力上昇時に，柱及び接合部に引張ひび割れが  

発生した．曲げひび割れは，負側加力時に梁下端に発生  

し，9サイクル負側で接合部にせん断ひび割れが発生し，  

ひきつづき柱部にせん断ひび割れが発生した．鉄筋の降  

伏は，12サイクル負側で，梁下端筋が降侃15サイクル  

で，染下端に庄壊が始まった．最大荷重は，正側で15．57  

tも負側で11．92tfであった．破壌モードは，梁の曲け破  

壊の性状を示した．  

（3）Ft3試験体  

F †  lLJJ 

Fl架構試験体ひび割れ図  F2架構試験体ひび割れ図  

最終畔  

Fig．10 架構試験体ひび割れ図   
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5－ヰ」既往の計算式による計井値と藷荷王比較   

既往の計算式による計算値と実験値の比較をTable5  

に示す．F－1試験体の場合，染の曲げひび割れ荷重及び  

せん断ひび割れ荷重は計算値と一致しない．梁の主筋降  

伏荷重は，上端引張の計算値とよく一致した．梁の最大  

荷重は，正加力時において，せん断耐力計算を上回って  

いる．梁の最大荷重は，ACIによる下端引張の曲げ耐力  

計算値とよく一改した．F－2試験体において，染の曲げ  

ひび割れ荷重は，計算値とよく一致した．せん断ひび割  

れ荷重は一致しない．梁の主筋降伏荷重は，計算値とほ  

ぼ一敦している．梁の最大荷重は，正加力時においてせ  

ん断耐力計算値とよく一致し，ACIの下端引張時の曲げ  

耐力計算値とよく一敦した．F－3試験体では，梁の曲げ  

ひび割れ荷重において，染上端引張加力時の計算値とほ  

ぼ一致した．柱の曲げひび割れ荷重は計算値とほぼ一致  

した．梁のせん断ひび割れ荷重は，計算値と一致しない．  

梁の主筋降伏荷重と上端引張の計算値とよく一致した．  

染の最大荷重は，正加力時においてせん断耐力計算値と  

よく一致した．染の最大荷重は，ACIによる下端引張の  

曲げ耐力計算値とよく一致した．  

5－5 復元力特性   

F－3架構試験体の柱せん断力層間変形関係と設計で  

恥、た復元力特性のモデルとの比較をFig．14に示す．  

図中の太い実線は，設計で用いた方法により計算した包  

路線である．初期剛性，第2剛性及び第3剛性共に実験  

値をよく表わしている．負載荷時の剛性は，修正武田モ  

デルにより計算したもので，破線で示した．ただし戻り  

勾配を決める係数βを0．4として計算した．負載荷時の  

剛性も実験値とほぼ対応している．このことから設計で  

用いた復元力特性は，実験値とよく対応している．  

－I  l  1  0  1  】  】  
l t■‖）・l■■l．l  

ーさ  －2  l  0  1  ヱ  ‡  
ll▲1日・‡■■▲．l  

Fig．11架構試験体の荷重変形関係   

5－3 歪の分布   

各架構試験件の梁主筋の歪分布をFig．12に，梁のせ  

ん断補強筋の歪分布をFig．13に示す．   

F－1試験体の梁主筋の歪分布を見ると，上端・下端筋  

共，接合部内中央位置より，折まげ定着部間で歪量は急  

激減少している．同じくF－2試験体においても，接合  

部内中央位置より折まげ定着部分間で歪量が減少してお  

り，折りまげ起点部から終点部においても，歪量が急激  

に減少している．F－3試験体の場合，層間変形角1／200  

rad．以降のくり返しで接合部内の歪は，全域にわたり引  

張歪となった．1／100rad．以降梁端部引張側で引張降伏  

した．せん断補強筋の歪分布では，変形が進むにしたが  

い増加しでいるが，降伏歪には達しなかった．  

§6．まとめ   

6－1撞試諒体に関して   

荷重変形関係においては，C－1，C－2（負側加力時），  

C－3，C－4及びC－6試験体において，最大耐力以降  

部材角1／20rad．まで荷重低下は少なく，鞠性に富んだ復  

元力梓性を示した．C－2試験体（圧縮軸力時）とC－5  

試験体において，最大耐力以降の荷重の低下がわずかに  

見られた．これは他の試験体に比べ，せん断補強筋が少  

ないことによる影響と考えられる．最大荷重値は，C－2  

試験体の圧縮軸力時を除き，e関数による曲げ耐力値と  

よく一致した．せん断耐力計算値に対しては，実験値が  

上回った．破壊モードは，各試験体のひび割れ状況，荷  

重変形関係及び歪の分布から見て，各試験体共に曲け圧  
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Table5 諸荷重の実験値と計算値の比較   

F1試験体   

■1  ■2  ♯3  最大荷重（tf）  

荷 重  曲げひび割れ  せん断ひび割れ  主筋降伏  

部材    方  ロ  せん断耐力式事4   ACI －7  
実験値  ロ／イ  

向   計算値  実／計  計算値  実／計   

＋  6．2  2．6  2．43  8．8  7．0  1．25  T14．3  T14．0  1．02  16．4  1．17  15．8  1．04  14．2  1．15  

2G2  
－4．3  2．5  1．72  －4．9  7．0  0．70  工12．2  TlO．9  1．12  －12．2  1．12  14，7  0．83  12．5  0．98   

＋  213  27．4  35．4  C38．2  45．4  38．8  

2C2C  
- 21313 27．4  亭5．4  C38．2  45．4  38．8  

＋  226   42．3  37．9  C64．5  47．4  65．6  

1C2C  
226  42．3  37．9  C64．5  47．4  65．6  

F2試験体   

最大荷重（tf）  

荷  柱   曲げひび割れ  せん断ひび割れ  主筋降伏  
部材  （tf）  

ロ  せん断耐力式  ACI  

実験値  ロ／イ  

方 向   計算値  実／計  計算値  実／計   

＋  2．8  2．6  1．08  5．5  7．0  0．79  T13．9  T14．0  0．99  15．8  1．13  15．7  1．01  14．2  1．11  

2G2  
－2．3  2．5  0．92  －2．8  7．0  0，40  ！11、4  TlO．9  1．05  11．9  1．09  14．6  0．82  12．5  0．95   

＋  75  ①  6．8  2．3  3．61  ③  T8．1  23．2  16．1  

2C2C  
－75  2．3  ③  T 8．1  23．2  16．1  

＋  －82  ①  5．8  ②  23．4  20．8  

1C2C  
82  ①  －10．1  5．8  ③  ②  23．4  20．8  

F3試験体   

最大荷重（tf）  

荷 重  曲げひび割れ  せん断ひび割れ  主筋降伏  

部材    方  （tf）  ロ  せん断耐力式  ACI  

実馬酎直  ロ／イ  

向   計算値  実／計  計算値  実／計   

十  －2．0  1．8  1．11  8．0  5．3  1．51  Tll．9  Tll．3  1．05  13．1  1．16  13．7  0．96  11．2  1．17  
jGl  
左側  －2．3  1．8  1．28  －6．9  5．3  1．30  工11．2  TlO．0  1．12  －11．5  1．15  12．9  0．89  11．5  1．00   

－1，9  1．8  1．06  －6．8  5．3  1．28  工10．2  Tll．3  0．90  －10．9  0．96  13．7  0．80  11．2  0．97  
4Gl  

右側                                     ＋  3．4  1．8  1．89  6．g  5．3  1．30  T12．6  TlO．0  1．26  13．1  1．31  12．9  1．02  11．5  1．14   

＋  84  21．4  18．2  1．18  22．3  T46．7  35．5  50．4  
4C3  

84  －15．9  18．2  0．87  22．3  T46．7  35．5  50．4  

＋  89  21．4  18．9  1．13  22．9  T47．7  36．8  51．2  
3C3  

89  －17．3  18．9  0．92  22．9  T47．7  36．8  51．2  

※T：主筋引張降伏   

C：主筋圧縮降伏   
①：軸力のみでひび割れが入る   

②：中立軸が断面外   

③：軸力のみで降伏  

＊1：〟c＝（1．8・ノ托＋肌鶴）・乙  
＊2：池田による大野・荒川式の修正式  
＊3：h＝4370kg／cm2，5E＝1．91×108kg／cnf，Seu＝0．0025，e関数法，染の場合はMy＝0・9at6rd  
＊4：荒川平均式  
＊6：5亡祉＝0．003（圧縮緑終局強度）  
＊7：亡む二0．003（  ′′  ），。餌＝0．002（最大応力度の時の歪度）   

コンクリート強度は圧縮試験結果による，床スラブ考察  
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Fig．12 架構試験体梁主筋歪分布  
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Fig．13 架構試験体梁せん断補強筋歪分布   
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Fig．14包結線計算値及び修正武田モデルとの比較  

縮破壊と判断される．ただしC－2試験件の場合は，曲  

げとせん断の複合した破壊と推定される．以上のことか  

ら柱高軸力及び引張力による顕著な影響は認められなか  

った．C－4試験体とC－6試験件の荷重を比較すると  

ほとんど差は見られず，加力方向による耐力ヘの影響は  

少なかった．  

6－2 架構試験体に関して   

荷重変形関係は，各試験体共層聞変形1／30rad．まで最  

大荷重値は，曲げ耐力計算値とほぼ一致した．破壊モー  

ドは，ひび割れ分布，荷重変形関係及び歪分布の状況か  

ら，梁の曲げ破壌と判断される．F－1，F－2試験体の  

結果から，定着破壊の現象は見られず，十分な定着が確  

認された．F－3試験体の梁主筋歪分布と荷重変形関係  

から見て，接合部内の通し筋の定着は，層間変形角1／30  

rad．まで良好であった．復元力特性は設計で厨いた修正  

武田モデルで十分実験値を模擬できることを確認した．  
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